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4市町村とも実施していますが、請求対象者、実施機関、開示対象とする公文書の作成時期に
ついて違いがあります。合併時、内容の統一を図り、継続して推進します。

情報公開制度2

4市町村とも同様に実施しています。合併後も継続して推進します。個人情報保護制度3

4市町村とも実施していますが、佐久市以外は情報公開と個人情報保護の審議会（審査会）を
別々に設置しています。委員任期も佐久市3年、3町村は2年と違いがあります。　
合併時、佐久市の例により設置します。

情報公開・個人情報保護審議会4

佐久市が実施しています。合併時、新市において実施します。
<ISO9001>　サービスの品質をシステムとして保証するための国際規格。品質マネジメン
トシステムの構築により、市民が満足する行政サービスを提供でき、 市役所の信頼度を高め、
簡素で効率的な行政の推進を図ることができる。

ISO 90015

4市町村とも実施していますが、表彰の種類・方法・対象者などに違いがあります。　
合併後、新市において佐久市の例を基本に表彰基準を制定します。

表彰事務（市町村政功労・市町
村長表彰・感謝状等）

6

4市町村とも実施しています。
合併後、具体的な事務処理方法は佐久市の例により統一して実施します。

名誉市町村民7

佐久市・臼田町の財産区は議会により運営されており、御代田町の財産区は管理会により運営
されています。合併時、御代田町の財産区に議会を設置し、全ての財産区は新市に引継ぎます。

財産区8

御代田町において、地方自治法上の財産区ではありませんが、財産区と同様に小沼地区財産管
理委員会にて土地・基金について管理しています。
合併時、財産区を設置します。なお、合併による新財産区の設置となるため、地方自治法第7
条により、4市町村の議会議決が必要となります。

小沼地区財産管理委員会9

4市町村で指定している金融機関に違いがあります。
合併時、原則として新市に店舗を置く下記金融機関を指定することとします。
【指定金融機関】�八十二銀行　　　　【指定代理金融機関】　佐久浅間農業協同組合
【収納代理金融機関】�長野銀行　上田信用金庫　長野県信用組合　長野県労働金庫　�三井住友銀行
（�三井住友銀行は御代田町が指定。固定資産税等の収納業務が多いため、新市に店舗はないが指定）

金融機関の指定10

総務関係

4市町村とも徴収していますが、一部の手数料について違いがあります。
合併時、現行の手数料を基本に統一します。

住民基本台帳等諸証明手数料11

佐久市・臼田町・浅科村が実施していますが、貸付額に違いがあります。
合併時、佐久市・臼田町の例により統一します。
　出産資金貸付金　出産育児一時金の80％以内（24万円以内）

出産資金貸付事業（国保事業）12

4市町村とも策定しています。現行の計画を基本に、新市において速やかに策定します。一般廃棄物処理計画13

民生関係

調整案の詳細調整案（円）項　　　目

4市町村とも同額につき現行どおり 450通戸籍謄本・抄本 

〃　　　　　　　　　　750通除籍謄本・抄本

〃　　　　　　　　　　350件戸籍記載事項証明

〃　　　　　　　　　　450件除籍記載事項証明

〃　　　　　　　　　　350通戸籍届出・申請受理証明

〃　　　　　　　　　　1,400通戸籍届出受理証明 (上質紙 )

〃　　　　　　　　　　350通戸籍届書等書類記載事項証明

〃　　　　　　　　　　350件戸籍届書等書類閲覧

〃　　　　　　　　　　300件本籍、住所、氏名、生年月日に関する証明

〃　　　　　　　　　　無料件本籍、住所、氏名、生年月日に関する証明 (公的年金 )

佐久市・浅科村・御代田町の例による300件出生、死亡に関する証明

佐久市・臼田町・浅科村の例による300件身分証明

新たな料金を設定する(1件を１０人単位とし、３０人書ける用紙を用いる。)300件住民票閲覧

4市町村とも同額につき現行どおり300件住民票の写し

〃　　　　　　　　　　300件戸籍附票の写し 

佐久市・浅科村・御代田町の例による300件印鑑登録証交付 

佐久市の例による400件印鑑登録証再交付

4市町村とも同額につき現行どおり 300件印鑑証明

佐久市・臼田町の例により徴収しない無料件埋火葬許可

佐久市・浅科村・御代田町の例による300件埋火葬証明

4市町村とも同額につき現行どおり 300件外国人登録に関する証明

佐久市・臼田町・御代田町の例による750両自動車臨時運行許可審査

単位


